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前頭葉の内側面,補足迎動野 (SMA),前補足迎鋤野 (pre･SMA),補足眼野 (SEF)に関しては,
眼球運動と上肢迎動がどのように表現されているかを明らかにしてきた.特に,補足眼野に関して,眼
球運動の連続運動への関与を調べるべく,サルを訓練して眼球迅動関連活動を示す細胞を調べた.課題
は,まず中心固視をさせ,ターゲットを里示し,そこへ視覚誘導性にサッカードを行なわせた.その後
朽び中心固視点を岡祝し遅延糊関の後,同様の視覚誘導性のサッカードを連続3回させて,成功すると
報酬を与えた.これを繰り返した後,ターゲットの指示信号なしでゴー信号のみを与えて同じ順番で 3
回サッカードを行なわせた.補足眼野には,サッカードの方向によらずに何番目に行なわれるかという
順番に関連する細胞活動が見出された.またサッカードの順番と方向に選択的な細胞活動も見出された.
さらに,3つのサッカードの順序に選択的に活動を示す細胞活動も存在した.これらのことは,補足眼
野が,サッカード運動の時間的な順序制御に関与することを示唆している.
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